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保
我われことって基本的使命
ような人側の間閣にはかならす、
しかも、
それは、
人間か不開に念頭にすへき課題てら，｝めるてあろうこ
栢学·
ところて
、筑
被大学は、
着々とその内容と陣容を聖えつつも、
なお草創の期こ．あり、
当字菜の日雷出また
II兵馬佼惚“
の感なきにあらすてある。
たが、
研究と教育は、
てあり生命てある。
この甚本的な活肌に伴う学系紀要の発行は、
発足の当初から望ま汀ていたことてあった。
紀要の発行については、
大学当局も大学全休としての問題として慎重な検討を｛やしつつあ[)、
やかて、
そ7
は
、
本格的な実現をみることとなるてあろう。
この間にあって、
本年度、
当字系はこここ一折＂字
・田心ご学系
論集」とし この研究誌を発行した。
これは、
近き将来における学系の研究紀要発行を斯しての第一歩を臼
するものてある。
広くご批判
•
こ叱正を賜れば幸いてある。
なお
、こ
の研究誌の発行は、
大学当局よりの多大の補助によって実現された。
尻く感尉の意を表丁るもの
である。 研究者の糾艤として発足した。較息想学等の歴史的・体系的な究剛、
及ひ現伏礼会・文化の評状況に対する根応的問いーと学閻的苫為とする
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・宗教学ないし現代芯包学
・此
はないかゆえ 、
自然の破挟は人間の砥滅こもつなかるてあろう。
！1|学間と文化の最も深い原点／
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偏頗な文化の悦阿は自然の罰耽につなかる。
人間の矢知と技術は、
その学間と文化の限りない発展を的束しているかこ見える。
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